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tleckerは氏Z)伏B方程式を丈に管轄L計暮せ題が
yl拡こ近さ事を=.三の火I預にfl戒めたちも衣

の統領式L._ホiA有望Hスの介手力S･考ALadH ウ
I.のた念をftfひざるhL.=放て-Jr合理的Jtるもその

倍が f耳.A_乗だ十分弄軸 比舞的ならずJuf的なる

ii火照 J)肘 にIBしその｣帥 Jlt抑 こするには

十分h:らIf.茶iAX垂に放けるiI主なろ状止まの不

明なる棚 に於{I._在官な･乙珪讃邪解法は不TEI能に
して古'二年tP的ZtZiまにif呈せぎ,-_べからで.若

者.亡者略せざるBecler扶書式を用It且つその打砕

h '･荒せ士に於て-Eilこ茶Zl力を荒さ瞬鈍大なろ1{
以てその信書を通Sに推定したるものを用ひて兼カ

ヤ於連投カギ的PZ丑に†たり注arの末技艶にJtれろ
-51D火宅可こ付叩逮その他号井inしその転向を明

にし天に丘定助力市立汗 だくを加へ食用上求 も正罫な

る宅放ずZFとげ芯のBA許をJP捜火取掛 こぎ1し税印な
る公式にて鞘へ之を碁中として丈に荘探Jtる各式分

釆火で可のF J̀先々平山せんとせ り.5.∫1V 】･r･e-

del･l⊂tl.氏 Sd州 01),L R C.lrl式の瓜詮的セミLitは

根雪化啓的にを止及推定 し柑ざを穐32:Zi無敗をなみ

a SChlYe批CTE式.W IzL)rlα式棚 拝なり｡

ご 蘇力やB畔 *;

抜糸の多くの打蛤にLJi九は火実現のは矧ま-JllRl
邦を生C:や しtr九は以世は-r/i!不pJ)舶 tJlて宕卜

汚す.田ち定常tMむ ;成立す .だて建地 ifの肘
嶺に於■ナろ脚 '&践uス及来分解の火器Mに!=_狗

焚不淡の捷LIIZi還れiiも 群の性且は室川 し衣 の
RけZTlirlnまで丹 o

D-,JTI-,i_. し･,

､.:- ,,一 ･･〉､.∴二 と■

但し rl-火で IEの占tIる奉拝

'tt=LD舶:泣uス Igの占iEる袋頼
D主輝点. lV=伊も生成y六の謙遜

T･==淋 h!力. TL,こ大乱匹力

?:にA寸心寸-r乗lr･の荘川より六mの 11tlgOr)∃OT.式
をruo

Er E1--⇒p24-p.)(,1-r=)+Q (Ti)

但し Elコ火中 1gのlIJtヤー

E2=材II生成1/ス 】且のェ寸心rr-

Q=･火甥 1Hの転蓉材連流小姓祐政市】に於て
" qLF.JL

実印題雀定の扶持より才IRを得it)

% ･o (I,

九 二g書生成qスの炊き方舷 を必着とナもも古

き吉七井なる131位の漣薮堕B =艮けるが如く埋牡

条也の妖曲方筏IGl土之を仕fFlL紺.1,又珊 妊/r
るit牙手の他 郷 蛇珊 ち⊃f'1lTLt･朋ひろ

Abdl.TW k 式の鯉川 も不合母なり.従兵lt ALtト
!(oble式をmひてtir舶 一日こ含1ポ如くコe Iウ
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Jを沃5i!し火肇頓の捌 恕力等の稲iaftが升暮され
たるも並に果現車淡のK化に岐 tIげ題が如何にだ化

するBを榊 する刃にはこの方法は不省暮なる一三
勿菖なり.蛇て井守ZalT･の弓力Zt丘車力t考BLし
て解かLLたる択延方経文を娃mして5;IRifJEと腹芸
i_のB相 を考5号する≠あるをaltl, 荘書は･衣の R
LleCkT管Iの相 方坪式を併用せc～

p-RT‡巨∵)-A_..K i."
zFt均分子JLM-_r7の生吐'こ対して.ま各店rJ)班女

の如し○

.上京と 貰 -･J

の=よよりD を1g

又 P..ほ 式の如しt)

p･主＼÷ )㌔ -.･, り

T_ほ･Xの如Lo

(.DT):(tL-r-,r-･モ ー .'hI･T
T;L ~■' ..: 一 (･l])

R､1+ rL; L･)
次に EL=lJlxIOeqLg
c=1loxJO-try'ft

＼l7E/;

上して甜竣熊の大なる火76顎.iOd次にiF惣軒小な

ろ火兼摂に繋して化身tkを計井せんと十,†ヱJdF召王

威q九の比称はia吏上井と我に増加するものと考･S
べきも後の lV に放ける書軌的研凪 こ放て肌にせる

hlくけ絹の進行が射 :'JR也なるiSサ入分子の宰 h i
℡故か分散に放けると何棟に絹甘小なるものと考-

L11lLも○

イ扱 頒鼓黙謎めて大な1JE払Jf火準q
Q･Stl50Gal/ゞ

例 EE請汝ベン71タトゥタ ト. - + '/- y

y,;If･〆yセ リy,X決ShtmGt僻
≡蓋う

BA ir護長大'.L7-■'d 火yJ詞
Q-J OqO⊂ilJg

何 ナ ト9-JL･.ピタpyff.トリiトFIト

ル -I- ･̂専

R=nt)7xJOO . 上コr)Li亡

き=0.かTxlα▲. Kと0tpTtJX Itr'

上丸 ま暮色 )gに27する丈'=して昇任Itdlrne.cm.

榔 iL丘4･七〇

もカtz)屯-汲爺二法朋上ウo

E2=C可〔T(首)一斗 (i,

C-川.fr.(:芸).d (7,
但し C芝a迫力Gl啓Lt点. 叉 PL>Pl
以上の古式を用ひて式辞の如くは威武を紺｡

J､鼓 は島軌 ､なる政江安火妻板
Q_6LKI亡aJ/g

飼 ナ ･LI.t77AノーJL･.1 Jiト.･トt･r-

んや
A長 堤軍機 ちて小h･ろ火事頓
qーヽ11rLJl
例 fThtyTこfry.謹皇栗点Yンt=y,Ea
巾TンモンV

但しQ･=Q とす.1 J丑妥 1にkLたるP i大

liの仔抱を元十に蓮ぎざるも娼jBD LL_火事.1の8!

幼帝妊 ′l=J _つgla]Iこ荘蛸 吉良的'こiBD)Tる事

を知る 切ら恭 一iEuとして D と J のiI鎌.i上

たで屠aiLl'lJt岨計井の治良より宗の如Lc,

D､U:'I. -

但L D_=貸方唖適
J.=せ欠如IR研ZE. cL三溝故

TJ瀬Ot照度の柵加に捉ひほ過が塀加ナるは畑弧JLR
ガス分子川に反領力が作用するZSにしてこの作TEJJk

き一例～lf理Bl丸佐'=於ては舶 は朝狭溌Brr=糾
矧 こして一定なり.果位Dは連はこのtr斤のJA合な

ら.(ll)式はぱSLDを袋井所定 Jくつ-大束とし

て点はLl=るものh:るも書打たの計}tに敗れはtl=

正qEには=次式として淡はすべきものにして之を一

紙 として瀬技_.圭h･る埋由夫の如Lo
イ T3たD打JSに用ひたる払劉経的吋lミ正it
には不明のものこして大祐De果i･示すlこAきず.
I書■なるtE乱 ミElTOJl不F･1位4:ウEI

v 煙遜苑淫aTT_用fカ沃量を辞ひ余 ○'=馳 Jt

ろ計■Llt味を有せずQ
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E t 粗 火tCiJ)楚買Te麦と臥5

9..三._:./ -タ
ンi

Ji E.

I や ._r ′

.l r ･-- ノ

A.i ･ 一 ･ /

二lTL

Dち !rLtP K【式のQ にその火モ顎のサ呑舟監焦
Q そT)t▲t代入して可T=,千石や f!Jiryに

放て-_Q=Q として計耳せ ミミtl=Eujt吏

千,田もtidl-於･ナ･-_艶成 .スの沃野指に1事A･-

-ポAJt坊h.W顎ホ勺 = ぼ蚤茨詔'Btても■せ
りろる和効ホ守 Q.二を成立せしめ得るや串やは軌

速の-'のホカサ仇サ的とLiB!に長足遭ZP 池に考tS

, するt･yナ.qて q 三Q の時は己だ _r･｢考薪桔

ノ 具はRt.trJtq>Q ～)Jt含一三この q .こfiウt
打のgaは支LFされ叉珊 朱書の鮮作にイ如 Q,

*'甲化しftろJJ合L土舶 I=必ずしも 二に書ざたち

BJ供を示さず.火Ⅷ の炉度に於て米今t.YRが帥 I

TrるBl柄にrb.りhi'却こ分析するやの閉顎は従来a+

.･. .i- の1JILゼ上り育て(されたちも転相 芋;1=喋る旭東上井
tt LLl..■

ノ･ 書跡究JD走収とする=成分兼火t顎か好適式

はntfq火71m のは速夫に二次3:甜 jろも.一夫式

の切合と椛技に好き78ろもー短に領#TLる式となり
*川上利益なし.又火繋7Xの津真田ち全珊 JEの式

も内相にして状に棋律となら*用上利益なし｡

IF.艮JL曲JEal桝 だ

1'の*力卒的計7Fに放て槻 黙 q 7)大手カニ1･FJn
血L'7. 日Il亡一Ig GjJやEJJ'g.3(nc318,tろ火g!

7tを退廷して14C巧tatを打許し馳 :緊gt奇兵
Jt加に在ひ頼丘や約に4加する事を諾べたるもこ.?

四旦乃火車現の分事に依り壷生し丹べ沖 大の呼量

t.Q が果して伊和 fElに於て完全に如 し75ろや

r-ては.YgJL79ざる■一--.攻在一鞍に認め･ろi好 一)

にして LI Lh,7岬t･血r∫li僧枇 1717)稚い11に伐

るものと考へたらも現在乃Jl火車摂J:鮮也とP:t!に

WAS:蛇 trかチTtdl集に俵e琵tg:化i'さるiもの
と考ILもがぶも安おなり 梓輯生成Z11は火亨Etの
末分群書にdl火ry,tこのHス分子の有するAt･ル
ーIが火TF分千七分¶十るに必要なる且印ち琳 A

ナr- 一札j.なる牛舎はQl=Q LD拝件出 す.9E,
'=-'に於て弓常せる1.L･,へ こ円空の火g顎の

哩iu JEと生成^入手均分千旦上ち脱 万石の平Jl

分す逮正攻分 C.m'表｡を計7FL村,三次Tm の甘

Il;ft正にかTる礼拝LT･Aイ ーは2331に⊂d/ETLOlの
なモセ似て之上りC=304IIEnl9㍍以上の卓ZEを以



70 火 .# 協 ☆怒 号I'.S怨 il'Hl･･4奴

て軒契+TL)〝ス分子は火繋恐々分解L得 ろ番を知
ち.lilt研究に於て火発ⅥLDぽAl･D責牡き'.訳文を行
,Sにその漣葱*D虻tkをTl現し之により栗刃を5iZめ

たるは罵一に拙守兼か大なる7Fが火照 D未も五番
なる締りPlなる都第二に東研究r=放て'jiずる火要領

ltぼ31生成 ス分子下略『-にして活性イヒェ*･A,･F

-は適者J)JFLY矛抜群 も火琴顎も大差なき可P'の
=出より考如しはさせか大小が火朝 D建議に辛も
五大なる関田を卸するLSなりo

C の計甘lt怒翌年唖とei定して行-るも分子丘
頚ノJ妖亜V化が血相 なる昨件を考五十九はC..は
Ji_1に煎せる上l丈に大となる,文理に IVに京
ナ如くIV のせ淵 54は滋 王の仏より大にして謀て

廿かD (C.+lV は-32にJi_'に示せる上り大な

りと考へちろ.誠 _'は大路の類句i,示すもつ,なり｡

:三 二

Q C_ W C.+lV
calg m与eC 771/与亡J: m Eec

イ 扱 けln 】q̂- 1ハ_n 三1:ヨ)

t' h ltrn Ir･7tl ]L･ミ4 ?に0

ハ 且 ヽ (J巾 JIm T70 1(止0
- Jl .lU 以0 5SO l】り巾

a 崇羽咋東と#虎

雄苛兼由めて大TJる火莞g'こ放ては生成Uス分子

は栄分解肝を分解するに必罪なる王寺71,f一以上の
エネJL･<-を以て班実し粂るをJ-dてQ.=Qfとなり

狙Dl冊確と舶 の粥帆王空の券Ih堺的理論に俵b望

めちる.空にnJJ丑熊が小となろに捉ひuス分子のェ

ネJLイ ー血は減少するも大部分は非分群Rを分鮭す
るをLlで Q.は殆どQJ=近く.従てば適もむ6IS!

放せ加に従ひ略町税的に柵加すO然し願 細 めて

小なる火聖ql:於ては生成カス分子の右するェネJL･

4;-は宋分書Nを常に分解し手ひるには小に過ぎQ,
はQ.上り誼かI=小となり文の頭取土uス分子の状

態の}̂ならず水分群Mの反愚R両の妖懇により大に

左右さる LDち鈍rLu=る環海よりむしろ燃填こ近さ
拙文著しくfJ:ら,従て於9t世紀を増加する堵台東分
解tA子の炎fhl帆 こ鮒 とlZき脚 に放ては2の熱力撃
的四詮の,-1汁如く柴柵 圧砕加に従UL姓速は曙加す
るもn=砂 州 皮を大とし火繋仕手が互に匹来され
反応託Tdiが減少する'こ垂れ:IQ.ほ有功なる反旗大

概の減少に従ひ乎 しくま少するを似て旗』は袈損密
鮒 加に従ひ淡少するに玉り詮には酌 Tるのみに
て媒持しfgざる伏旗に至る,之れ¢ち死酷D果無な

り,血L兜の死器を,-T;す廿:如き火輔 にnては共の

碕正小なる時t,R'特撮持軌 王昧立して等1J.浪費的媒
記をなすを以てF'jLL浦沢岱i･宗留とせる無力車的出
也.'ミ成立し得ず,共D理芸的衣魚It僅めて日必 なりo
b_空iLとA?哩

鍋 東大なるもJ)に放ては生成うス分子7)711する

エtJtJf-が袈分解℡を争覇そしむろに十分なるエ

寸A･+-を.打するを以て Q.ほ宋舟寄書.D状態に依
り空化せざるか又は殆ど穎化せざるかT=り.むち¥
法を書!化せしわて宋分群書Q)エ7-んf-を苛化せし

むるもQ.は殆ど紫化なくiSって文&rjlも梅と艮化
せず之に圧しぼ話込qzめて小なるものに於ては恐治

に近さを以て実点甘さ功含.t菜分解者Z)清作分子を

18Zaせる巧-A◆JL･T一不十分の:.=L-i成yス分子のtDX

に法りても恕分解分+tL分等し愁る浄音大 とTZb

Q,ほ著 しく堵包す.従で文官達も著 しi相加す,

仁.･祭 L.)だ化にLZIる1曳 無の財 と.+_兼力畢7)KlTCh･
hdP)浅^一 に俵r,火rコD比焦,生t･,2,スC)氏
舞を如ひて打斉し71iもそつ臭化は晋丑焦 白身が

額めて･kなる正之に此して殆ど薫現し得 る現生 な
りo

c 卓琴7)廷ZEと舶

1'の無力畢概 aiに放て明かなる如く泣風こ放て
は煙.Tm打より群LEは大となり即ち璽擬を生じ支点に
速べたる如く耀賀帝大なるものに於ては泣面に於け
る生成hrス分子の架分屑Mに封する野生!tLliちlこ火

野分子を分析せしむるに十分なろェ事かギーを#す

るをJ_dてQ,.lQ にして経過は溺幹が謂放せる妖頓

にあるも強大なる審社内にあるもflig化TLL.之に丘

しぼ冠水小/rろものに放てl三井D1/7卦子の47苧-

tJL,ギ-が紅に水分析dを分解そしtTるに不十分な

るぜ以て qdくQ にして QJの大岩はオスの娼小指
削 ､なるiSに湖ulも容抄か祥庶小となるに炎ひ奴少
す｡

又W連取大なるものにf2てほ生成Hス分子の乗分

解者に野ナる珊 -ネルf-が分子を分界ナるに十
分なろ位セ1け るを以て火無印の損馴 寸性Eは Ql

従て文は劫に影書せず,之に反し他 車小なるもの
に於てはその生成ウスBL手の珊 エtJVf-は常に

､は分子を分解ナるr=十分ならIf.往て杓子正中にし
て旺盛R尚故大なる時は Q.大となるも粒子正大と
なり.反類1175;班小となれば QJ,小となb托て文様

三部王小とh:ろ〇

七Ll･にJiじたる如くは頚城 て大なるものは榊
たるは稚i･生ずるに刊し腰 掛 だ小なる火珊 は



大 喝 ZEO 轄 遠 に 劫 す る gF兜 '1

むしろ朋 に近さ仕儀を7rしま■の出に放ては琴勲

樋て大1_･るものと釣る,非の塊刑ま元より泣祝的TL

もも佃ltIは翼無塩て小にして定常増Ⅶ 7)生じ得
ざるもの (三色 を第 1】屯其の他 (イ抜 ,L･缶.

ノ､丑)の坪野乾たにし･=愛着脚 茨の成立し叩ろ火

襲glを苅 1型と用せんとすc
Ei
(2) 二成分票火脚 の甥蓮

1.扶点V?FF死

在宅は=或分課火丁顎のL2分IT;隆男と=珪肺 D

灯iBに指して芳且的滞牲F,力投硬的斉発 は見 られ

ず,一浪に=成分兼D切合も切結火窄73tと円田に早
-化合的7)如くに択抜'tるろ布多L CZZち Jm 耶 t
は丘TJ牡塾生指に銭サ哩道夫i･SB出し TユIhnd及
pユtJtrに7KS1./に三注合gJfたるダイナマイト)b lに

免のまを芝田せり｡

又j.Rot肝ノはal々 の滋味肌R合だTF!.=r手し位較

汐甥に封ナろ氏の鮎 肝3F法を英のt=空用し姓盟を
井はじ多くのgL合.I+-★羽 と合ふもXQ をtt10.'D'
uス中に含む各合書潤と合はざることを述べたb
又戒校二成分系たる;トロべy/-わ,ナトフニF'
t'Jタン況合砲に上紀の方法を盗用Ln銀珪封暴圧
にて託せる仰 望定と首相tせろ増益璽カがlとく比内
する事を娃べたり｡ ~

A SつhmldlJr)佗.鵠預に水分 2q93 をtz;へたるも

のが屯けま1弔上b舶 大なる市千を兵力単粒捗究C)

は遭計井式に於けるコがyウ上の影平により環明し

又,{ク7イYを出合して包化せる可兼が純粋の℡死
より大なる好適を有する事℡及バク7イソを出合せ

るトIJニトr･ト4･*-4･が推辞のIpもトL･トルオ

ーJt･より大なるは.Xを,T{･n 食をRrSにして筏明せ

り.瓜 t文同一D淑 文に於て上紀の考部と牙I'7する

も次の鮎を鎚べたり.即ちダイナ7･H N01の
如く畑習性或分たろAIL･yリセリンと-1- セル

tJ-ズとう芦漣璽t'i成分たる米粉の氾JL.一掬に放てはfil

=耕土急逝に白夜的に分旋し 徒者の分解は握連な
る頚木悦の竹牧[+_好串牧田の遇LE彼井の骨稜に放て
初めて生じ従て本市1主材Ilに何時itE℡せずと払じ先
の DauLrlぐtleの計31を不遇書と速べ又 トルオーJL･.

チ= - い7J タンの如き涜栓ia食掛 こ於てlミ野田
爆撃顎と同一D無力祭的粧哉ひを行桝甘ろも瀦gt用
不均一Jt合At'類に放ては告や本性贈朝 と同一のTi
攻は行ひ青書ず,可n性iLl合j如王気性EWBJ)巧力堆積
にtl役D.つも脚 空力従て規泌こ71しては卦 こgl矢
を外1.ることを速べたb｡

^I.ll))rlCTl.J､及FSIOrTrLは四稚.TQへ y I･(･V
り ツトとアZL･iユウノ.憩の切々のiJL合比のiEl脊韻

確の横力を研究し棚 沢於成軌tT■.三三r)L軒･7

混合に放り蓉加するも!壬受i!82薮蚊及甘玉はT▲.≡

;ウ_怒DifZ合に放り鮮少することを*冷し之rT.先

づ円m預ベンクエyトゴ'/11の与が即 音に分rtLH

ま及畑逆は之に上り決定されTrvさ岩ウJ現17京陀

防EiD襟7)堤生成物たる COさCO.H_0時刀が顎

を含めろ荒塩と=衣n=定男するもつにし~TI-≡

ュ ウ上智7)存在は.uL'逆にZiしてほn柴となろことを
退べたりo

T tJTbanLtk㌢J汲 T.C3laJti-I′-yd-.Eg

所Ttぺy乍エりトy+'ト革とJif!繋牲液zeゾIt=1J

y.丁七ty.イJTE,.･Tri･ヨー･Lや屯2台1㌢!つ

茨現せ空 ｣J_,-愛 して抜Tl･DILt'合中ごぢを5!たし
て哩足音だ重しItJへ加93.-放てIitjlに巧1旺せこ拝
をすることをす冶 LW tか存在なきも･TDと-_>ろ埼合

の計事曙丑をV,としi!t/.1-杓が,P盟を V"とし.72連
中7)平氏連空を C とすれはげ空D良大なるむ亡於

ては近J'B酢に
VLF-V,=C

なる押捺式が成立す る事をiSベ之は beeke,衣
SchmzdEの無力準的理ZGと一致するものと考へた

PIC
以l-.退べf=る荘東の捕缶を称 ナろにJ芦IK苛性成

分をきて)多成分発火千現の堤通を榔 たるFt旺火'̂襲

覇と細 l_同一に収娘はんとするTil仇lrTel.I)】11tTl-

CTle.lougueLRotll.Schmldt等D方法は不合理な

り.火襲現分子が真跡 tfflめて包刃に'監行するに反

し非I革有性成分力分析は艮卦こして拶▲t帯同に放て

妓才と前者が向一組射 こ牒71に奄興し村ざる8-三理

泊.i明にして任多の紳 輔鬼も之を肘明ナSdlmエdt

の後期の考酢及 M･,JrLC)).Storm の甥F.= 此の方向

に一砂粒み況合せられたろ非ば無性成分はそれが満
載恭抱'=る場合と粗も妙梢の過行に3JILRを鞘.ヽ 伽

群発丁後のカスg:･SJi期に初めて辰EgにiB界ナろもの
と詑むるに至りたり.即ち攻等の考群Lミ犯合せ･,汁

たる非牒現世蚊分は燃AiS･なら悶少せしむる作用あ

りと考黙せるも英の況合物の鞍確化啓的世fi一及 t合
印等が定立的に堤池に如何に郎係ナろやは全く讃ぜ

らち にゝ至らずしてBれ り.之に反 し Urごarjlh-∫.

Cal3-の考熟 王iR合せられた≡JF促せ汲静内の宅連

に和書する適正がむしろは泉性成分のみのは也に加
はち従で非蛙馳 成合のiJL合に鋲b悠′屯は減少せず

逆に噂加し得る事を琴爪せるも出合中と捗運の罪額
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は潜血的こ矧こするをNで｡ るポ較火柴垣としてのkFdlにて梓ri十｡

以上の如く従来の考黙(ミik合せられたろ非腹鼓珪 以上Z)考tCを定立的に&せば夫のbL｡

成分の糖相化隼丘与件普及J上倉中と蜂題J)眼財こ対し (I1)上り

定見的結論又は公式を粥へざるのみならず定性知性

翁をも句祖々らしめザ共の考窮の理由的恭堤も排め

てT良書(川 .経て種々の即 ちを以て揮LP葺性或分

(■安井tI.鑑鈍 FS槌t等)をig合し鼻洗浄某

尽繋可を打電せんとする搾7)臥 計耳公式,_-qるに

は役立たず,_7軌 t先に凍べたろJFtE伊部 石り官道
理iBを叢任としてi!t合せの耀題に町T･ち彰苛を理芸

釣に考t.!し兼tt的■Bに俵 り共つ考やをに粥せんと

せeo
-D 二法分頁大男預の好適支

=成分累火a和 としては大胡Lてjj:の二足を考へ

fg｡

ィ.il拙 攻分と非LFg珪成分
L'. 〃 とは崇tW 分

以下に於｢ミ'の場合に付考黙す,イJ)ql合之を

阜-化合嶺の如く瀬ii,i.7(は哩途上も不可にして冒

捻 Iも愛育ならず｡

ぱコ車力:¥幹の9-7-才を遠退するl=宰するl二幸T

る時.Jlt 川 ~[エー】0-1}sec附近.=してか千の繊 局

将 二･pIきつ嘆臆 面の鮎 のFF坤に.土控丑任成分7)
も急唖に分界し】li合せられたる非煉逮蛙成分It牝D

軒兼だ反古にさgIせず嬢苛性成分の弗一夫的分裾に
悠りI転じたる生成'bスのEt盟の白花に於て非だ罷推
成分 土妨二次的に生kU JAと反意す.印ち句恥 ヒ頚
に放けるが如き単一なる分群方包まは成立せず少く

とも二段に倉等す.BL)ちhLl.の=成分肌 こ放てl土工

すJIJ中一交換及エtJL,ヤー7Fgrの飴桁なき内に柑

茨は範過するを以･Cェ7.7L･ギー交換及平Siに依り支

配さるるが如き物理化市的性坪内へば非は舞性或分

'1り比裁.化鞍的反嶺Iも 頓地 熱LW 軒 桁滞熱
等は村山にfrZ攻はniqせず少くとも?,=次的の影響
を有するのみなb,之に圧し出合されたるJFLP哉性

成分の塗W占有容紙即ち8!凪 tは過に封し舶未的な

る形grを萌すE)

矧 こく1Jに於て雄岨火繋現のは過は英の班銑乾生
に影守さる▲耕甚Ii大なる叫を述べたろも=成分系

火緊切に於けろ不備も牧水約には周一なb.印ち他

の掠暮ト･StiD切合は=成分兼の煤道は接着性成分の

f鞍加 炭に依り茶の大杉を定めらろ▲と考ふろを

重缶 とすd

即ち非lF弧 と合物に伏匂媒玉性成分7)焚坑漕度
Li卓化十,=成分釆火和 はJtのす狂.2g!軒 こ労ナ

D=r,･惹 くL"

但し D =二成分系火弧 の棲迎nlEe亡,

D.一理笥tW 倉のや大燥題 mJ■JeC.

ユ ニit苛性成分の中大苛度 〆cm',

a =常赦 grsm,

J ;楼讃独演分7)*滋加 圧がsm3

今 上.==戊か兼の裟奨諾B:Lt171-,
WL=二成分天火先取 】crr中の堤牽珪成
分7)ど.

ll~2==成舟点火兼帯 l⊂m rflの非嫌壷托成

分の g,

LI,=弄iI耳仕法分J)qE此五g/cnb,

2=,fiF空く五止分LD正止白分布.
y=鎖鼓噸 舟乃五五百分申

とナれは

･､r三-誌 (lP･'

･､1-ylも-(1-義)-i, (.1)

文=JGか票に掛 ナろ骨邑成分D世態堺市JfAは夫D
むlL｡

ユ=｣ ら

･IlIL 'Ⅰ3'

(1こi,(Il),(】T･)を (12､に代入して

O- iD:lJT蒐 十･･)
a_

D-jD.詔 ㌫ 崇 Adi ･t.i 16,
L-AJ二は=成分兼火発軌こ付て考黙せるも二校以上
の非は項億成分を.1有する多成分jf!火繋軌こ対して
上式をlウ災することはをU,なり｡むち rL十Ⅰ 成分

平Jこ別し

潔011'ニP
r3'.
∨
一穀城東度とは遡

(16)式に放て=成分兼の洪卿 #AJと様威D.



のBE床を考薪するに Llのql血に任ひ く)6)式の分
子It稔加L叉 11のql加に瑳ひ分母は小となるを以

て A のq加に托ひ D llJL加す.rl抑 Zlを行へ
は杜のJ(珊1柄とim 的にしてJI空のbき粥珠を示
す｡

1 2･=JGか素火tqtの幹額ずJll と領遭 D.

⊥1

｣

浩LP岩上笥 rAl
Er

J;i′

LLa
4 況合中と舶

=成分兼Z)iR合中と伊iBのBE併●4..夫のbく二つか

細合に分けて考ホし和
ィ.B盗又は幸JEILざgL台
E･.温合性如

ィ,2#丑又は基EEなきJa合
事故又は重任なき甘食の=成分兼に於ては珪安佐

成分の*史gt市&t.JFgt母性成分のiR余事如何に拘
はらす一定にして同も+大冊ZETLウ.従て式まが成
立すo

Da=D..

町ち月 3の如し

I 3 =成分黙鞘旭火珊町の混合軒T.'o'と珊曲Di･

D㍗ ,D5,.i(
･,･･J)･

'̀芯 霊 .'l (.-

だて夫D≡つみqB合を蓋i'｡(1) ユ_>イ･

q]ち=成分兼の付文が非はiI什成分のJR故買

より大なる書合.粍〇AA合は?叩 難 成分かせ加に従Lt(l

q)式辞=TAの分子小となりD.ほJeazナ○(空) ユ ニイ 印ち=成分兼のteか :JF印身性成

分のLR比Eと申しさJA合は (川 式のホ=功等となり稚 顎のZA凍る.匂ち功乱は非al雛 成分の出合中

り こAE任せi'一定なり｡(8) ユ<〟 鉦ち=成分兼の輔書が井Jlatk成分'72[比官より'1

.,tるtB合.杜のJAIn･(lさ〕共7)帯=顎は色となるを似て非げも性氏分の批合JP 1 7

)大となるに捷ひ D はZ*少十〇以上三つ?)Ja

合を鞘元十九は事 JのbL｡和 4 =成分帯.タ合灘 t;
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